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*本資料は、主な前提を含め、2022年規定審議会以来の収支の
最新情報を記載しています。また、国際ロータリーの2027-30
会計年度の5年間の財務見通し（暫定）の概要も含まれています。

すべての値は米ドルです。

ロータリーの会計年度は7月1日から6月30日までとなります。
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収入：2022年規定審議会に
おける見通しとの比較
• このグラフの左側の棒は、2022年規定
審議会で提示された2022会計年度～
2025会計年度のカテゴリー別収入の累
計予測を示しています。右側の濃い色の
棒は、2022会計年度～2025会計年度の
カテゴリー別収入の累計実績（2025会
計年度は予測）を示しています。

• ロータリーの主な収入源は、会費、投資
収入、支援業務その他の三つです。収入
における不利差異は、800万米ドルです
。

• 会費収入は収入全体の約70％を占めてお
り、会員数が見通しを下回ったことによ
り、400万米ドルの不利となりました。
支援業務その他による収入と投資収入は
、それぞれ200万米ドルずつ不利となり
ました。支援業務その他の収入の不利差
異は支援業務その他の支出の有利差異
によって相殺されます。

支出：2022年規定審議会に
おける見通しとの比較
• このグラフの左側の棒は、2022年規定審
議会で提示された2022会計年度～2025会
計年度のカテゴリー別支出の累計予測を
示しています。右側の濃い色の棒は、
2022会計年度～2025会計年度のカテゴリ
ー別支出の累計実績（2025会計年度は予
測）を示しています。

• 有利差異の累計1,100万米ドルは、主に情
報技術、通信、プログラム・会員への支
援における継続的なコスト管理と削減努
力によるものです。支出が収入を上回っ
たのは、この期間に理事会が承認した準
備金の使用について財務見通し時に未知
だったためです。

• 理事会と事務局は、プロセスの改善とコ
スト削減のためのリサーチと対応を続け
る一方、ロータリーのインフラへの大規
模な投資、会員への支援の強化、世界的
な規制要件の遵守のために十分な資金を
確保していきます。
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• このグラフでは、薄い色の棒が2022年規定審議会で発表された準備金の予
測、濃い色の棒が実績を示しています（2025年度は推定）。

• 赤線で示される理事会が設定した目標は、国際大会、規定審議会、戦略的
イニシアチブ、クラブ保険費を差し引いた年間運営費の55％です。

• 実際の準備金レベルは予測よりも低くなっています。これは、2022年規定
審議会後の数年間に理事会が承認した準備金使用を反映しています。

• 準備金の残高は、収入の有利差異およびロータリー戦略計画を支える今後
の戦略的投資に照準を合わせた資本支出を反映しています。

準備金：予測と実績
（単位：100万ドル）
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• 公表されている実際の米国インフレ平均の数値を使用し、2016会計年度からの総
支出額を基に2025年会計年度の支出が予想されています。これらのインフレ予測
費用を、国際ロータリーの実際の総費用と比較しました。

• 上部の赤い線は、米国のインフレ率による予測費用を表し、緑色の線はPSA（公
共奉仕広告）の経費を除く国際ロータリーの実際の支出を示しています。

• PSAは米国内で寄付された広告であり、計上される収支額は同じであるため、
PSA収入からPSA支出を差し引いてゼロとなり、国際ロータリーの最終的な収支
には影響を及ぼしません。

• 緑の線は赤い線の下にあります。これは、10年間の国際ロータリーの経費の増加
が平均インフレ率よりも少ないことを意味します。

• また、経費の予測は平均インフレ率を使用しますが、平均インフレ率は、IT、人
件費、旅費などの一部の経費のインフレ率よりも控えめとなっています。これら
の種類の経費はインフレ率が高く、これらのカテゴリーにもっと高いインフレ率
を適用した場合、国際ロータリーの実際の支出はさらにインフレに有利になりま
す。

10年間の支出傾向
米ドル（1,000ドル単位）
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予測の比較：2022年規定審議会
と2025年規定審議会

会員

2022年審議会 2025年審議会

年間投資収入

2022年審議会 2025年審議会

2023会計年度
2.5%
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3.5%
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2023-27会計年度
116.8万人
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• 左側のグラフは、ロータリーの今後
の収入が予測支出を十分に賄えるか
どうかを示しており、赤色の部分は
収入が支出を下回ることを示してい
ます。

• 上のグラフは、会費を0米ドル増額し
た場合の将来の赤字状況を示してい
ます。

• 0米ドルの会費増額では、2027会計年
度から2030会計年度にかけて大幅な
赤字が生じます。

• 人頭分担金の増額がなければ、2027
会計年度からロータリーは収支のバ
ランスを維持できなくなり、RIの運
営と業務に影響を及ぼします。

• 右側のグラフは、キャッシュフロー
の影響を調整した後の純黒字／赤字
の予測に基づく、ロータリーの予測
準備金への影響を示しています。

• 会費を0ドル増額した場合、2029会
計年度に準備金の水準が理事会目標
（赤線）を下回り、ロータリーの財
務基盤が弱まり、事業や経済の予期
せぬ事態への対応がより困難となり
ます。

2027-29年度に人頭分担金を0米ドル増額する場合の予測

単位：100万米ドル
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• 左側のグラフは、2027会計年度に3
米ドル50セント、2028会計年度に3
ドル75セント、2029会計年度に3ド
ル75セントを増額した場合の黒字
／赤字の予測を示しています。

• 人頭分担金のこの増額により、
2027会計年度は若干の赤字、2028
会計年度と2029会計年度は均衡予
算、2030会計年度は赤字となりま
す。

• 2030会計年度の人頭分担金は、
2028年規定審議会で決定されます
。

• 右側のグラフは、キャッシュフ
ローの影響を調整した後の純黒
字／（赤字）の予測に基づく、
ロータリーの予測準備金への影
響を示しています。

• オレンジ色で示される準備金は
、すべての予測年度において理
事会目標（赤線）を上回ってい
ます。

2027-29年度の各年度に人頭分担金を
3米ドル50セント－3ドル75セント－3ドル75セント増額する場合の予測

単位：100万米ドル
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